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アザミウマ類の腹板腺は、主として雄成虫のみに存在する構造であり、フェロモン分泌務官であると考えられ

ている (Pelikan，1951 ; Bode， 1978)。穿孔亜目アザミウマ科の多くの種では、腹部第3節から第7節の各腹節に

腹板腺が存在する。これまでに微細構造が記載されたアザミウマ科に属する 3属4種のアザミウマ類の腹板腺

は、微繊毛が発達した、細胞質内に大量のミトコンドリアを含む多数の腺細胞からなり、全体の形がドーム型で

ある (Bode，1978; Sudo and Tsutsumi， 2002;下谷・塘， 2005) 0 それらの中で、アザミウマ亜科に属する T紛争s

hawaiiensis (Morgan)、T紛争svalidus Uzel、Frankliniellaintonsa (苛ybom)の3種の腹板腺には、1)腺細胞質

内に分泌頼粒を欠く、 2)腺細胞の微繊毛と腹板腺域のクチクラとの聞に腺細胞由来の分泌物で満たされた広い

表皮下域がある、 3)腹板腺域のクチクラには隆起縁と呼ばれる構造やクチクラを直線状に貫通する分泌導管が

存在する、などの共通点が認められる (Bode，1978 ; Sudo and Tsutsumi， 2002)。一方、これら 3種と同様にアザミ

ウマ亜科に属する Tenothritsj枕i(UzeI)の腹板腺には、1)腺細胞質内に分泌穎粒が存在する、 2)表皮下域が

ほとんど発達しない、 3)腹板腺域のクチクラに隆起縁や分泌導管が認められないなど、 Thrits属の 2種やF.

intonsaの腹板腺とは異なる特徴がいくつか存在することが明らかになっている(下谷・塘， 2005)。

このようにアザミウマ科に属するアザミウマ類の腹板腺の微細構造には、同じ亜科の属聞に異なる特徴が見出

される。アザミウマ科にはアザミウマ亜科以外に三つの亜科、 Dendrothripinae、Panchaetothripinae(アミメアザ

ミウマ亜科)、 Sericothripinaeが知られているが (Mound，2002)、これらの亜科の腹板腺の中には、さらに異なる

微細構造的特徴がみられるかもしれない。そこで、本研究ではアザミウマ亜科とは異なる亜科である

Sericothripinaeに属する即datothゆs属の亜属の異なる 2種、 H(舟datothゆs)abdominalis (Kurosawa) とH

(Neohydatothrits) gracilicornis (Williams)を材料として、それらの腹板腺の微細構造を主に透過型電子顕微鏡を

用いて観察した。

H (時datothrψ's)abdominalisは福島大学構内(福島県福島市)のクズPuerarialobata (Willd.) Ohwiの葉から、

H (Neohydatothr;ψs) gracilicornisは筑波大学菅平高原実験センター構内(長野県上田市)のクサフジVicωcracca

Linnaeusの葉および花からそれぞれ採集した。頭部と胸部を除去した雄成虫を、一般的な透過型電子顕微鏡用試

料作製法 (e.g.， Sudo and Tsutsumi， 2002)で試料とし、透過型電子顕微鏡 QEOL]EM-10l0)で観察した。

* Abstract of paper read at the 41st Annual Meeting of the Arthropodan Embryological Society of Japan， ]une 9-10， 2005 (Inuyama， 

Aichi). 
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Fig， 1 Glandular areas of めd仰 th門戸sabdominalis (a) and H. gracilicornis (b). Arrowheads show the glandular area 
4-7 : 4th to 7th abdominal segments. Scale ~ 50μm 

結果および考察

1. }例。tothrips(時datothrips)abdominalis (Kurosawa) 

めdatoth門戸sabdominalisの腹板腺は、腹部第6節と第7節の腹板のみに存在し、腹板)J泉の外部形態である腺域

の形態は線状である (Fig.1a)。

本種の腹板腺は矢状断面が扇形で、アザミウマ亜科のアザミウマ類の腹板腺のような腹板腺域のクチクラ部分

を最大幅とするような半円形は呈さない (cf.Bode， 1978 ; Sudo and Tsutsumi， 2002 ;下谷-塘。 2005)。腹板腺はク

チクラに向かつて微械毛を発達させる多数の腺細胞、クチクラと腺細胞の微械毛との聞にみられる広い表皮下

域、腹板腺域のクチクラを直線状に貫通する分泌導管からなる (Fig.2a)。

腺細胞の大きさは、高さ 10-15μm、幅約5μmで、隣接する細胞同士は、その頂端付近で接着帯によって接着

する (Dein Fig. 2a)。腺細胞の核は微械毛が発達する細胞の頂端とは反対の基部側に位置し、明瞭な核小体が

1 -2個認められる (Fig.2a)。腺細胞の細胞質全体には、大量のミトコンドリアが分布しており、その断面は円

形(直径約500nm)や卵円形 (短径370-550nm、長径400-1.500 nm)で、クリステがよく発達する (Fig.3b)。ま

た、微減毛の基部域には細長く伸張したミトコンドリアが分布しており、それらの中には微紋毛内部に入り込む

ものもある (Fig.2a)。腺細胞の細胞質内には TenothriPsfriciと同様に (cf.下谷・塘。 2005)、少数の分泌頼粒も

認められる (Fig.3d)。分泌頼粒の断面はほぼ円形で、最大のものは直径約 5∞nmである。それ以外の細胞小器
官としては、断片化した粗面小胞休と分泌頼粒由来と思われる空胞が観察されるのみである。

腹板腺域のクチクラは、表皮下域部分で表皮下域側にいくつかの隆起がみられる内クチクラ(厚さ 230-

1. 300 nm)と均ーな外クチクラ (厚さ 650ー700nm)からなるが (Fig.2a)、表皮下域以外の部分では、内クチクラ

が解離する (Fig.4a)。解離した内クチクラは、腹板腺の最外層に位置する腺細胞のさらに外側に存在する上皮

細胞 (asterisksin Fig. 2a; Ed in Fig. 4a)を裏打ちする。腹板腺域のクチクラには、 Thrψ5属の 2種やFrankliniella

intonsaと同様に (cf.Bode， 1978 ; Sudo and Tsutsumi， 2002 ;下谷・塘 2ω5)、内クチクラと外クチクラの両方を

直線状に貫通する分泌導管(長さ 650-7∞nm，直径約 60-90nm)が認められ (arrowin Fig. 4c)、それらの表皮
下域側の開口音1¥は繊維状の物質で覆われ (EFin Figs. 2a， 4c)、クチクラの隆起縁も発達する (CRin Fig. 4a)。

2. }かdatothrips(Neohydatothゆs)gracilicornis (Williams) 
的datothripsgracilico問 ISの腹板腺は、腹部第4飾から第 7節の各腹板に存在し、腹板腺の外部形態である腺域

の形態は卯円形である (Fig.1b)。

本種の腹板腺はH.abdominalisとは異なり、アザミウマ亜科のアザミウマ類の腹板腺のような腹板腺域のクチ

クラ部分を最大幅とするような半円形で (半径約 30μm;cf. Bode， 1978 ; Sudo and Tsutsumi， 2002 ;下谷・塘

2005)、クチクラに向かつて微械毛を発達させる多数の腺細胞、クチクラと腺細胞の微減毛との間にみられる広

い表皮下域、腹板腺域のクチクラ内部にみられる腺細胞由来の分j必物の輸送・放出に関わると考えられる構造か

らなっている (Fig.2b)。



Fig. 2 Diagrammatic repres臼ltationof sternal glands (sagittal section). Asterisks show the epidermis. a. Hydatoth門戸

abdom例αlお.Arrowheads show the secretory ductules. b. Hy品目tothritsgracilicornis. Tubular invaginations 

(arrow) of the exocutic1e (ExC) connect to the filamentous material (F問 throughthe cutic1e. CR: cuticular 

ridge， De: desmosome， EF: endocuticular filament at the inner end of the secretory ductules， EnC: endocutic1e， 

ExC: exocutic1e， Mt: mitochondria， Mv: microvi1li， N: nuc1eus of secretory cell， RER: rough endoplasmic 
reticulum， ScS: subcuticular space， SG: secretory granule， V: vacuole. 
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腺細胞の大きさは、高さ 10-15μm、幅約 3μmで、隣接する細胞同士は、その頂端付近で接着帯によって接着

する (Figs.2b， 3a)。腺細胞の核は微紋毛が発達する細胞の頂端とは反対の基部側に位置し、明瞭な核小体が

1-2個認められる (Fig.2b)。腺細胞の細胞質全体には、大量のミトコンドリアが分布しており、その断面は円

形(直径約 250nm)や卵円形(短径250-500nm、長径750-2，000 nm)である。また、微繊毛の基部域には細長

く伸張したミトコンドリアが分布しており、それらの中には微繊毛内部に入り込むものも観察される (Figs.2b，

3c)。腺細胞の細胞質内には Tenothr;併fri，α(cf.下谷・塘， 2005)やH.abdomi即 lisと同様に、少数の分泌頼粒が

認められる。分泌穎粒の断面はほぼ円形で、最大のものは直径約 500nmである。それ以外の細胞小器官として

は、断片化した粗面小胞体が観察されるのみである O

腹板腺域のクチクラは、それぞれほほ均一な内クチクラ(厚さ約 500nm)と外クチクラ(厚さ約 800nm)から

なり (Fig.2b)、表皮下域以外の部分では、内クチクラが解離する (Fig.4b)。解離した内クチクラは、 H.

abd<酬 inalisと同様に腹板腺の最外層に位置する腺細胞のさらに外側に存在する上皮細胞 (asterisksin Fig. 2b; Ed 

in Fig. 4b)を裏打ちする。腹板腺域のクチクラには、クチクラを直線状に貫通する分泌導管は認められず、
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τable 1 Ultrastructures of the sternal glands in the thrips species belonging to Thripidae 

Secretory cells Cutic1e 01 glandular area 

Subcuticular SDace Microvilli Rernarkably 
Filamentous 

Sublamily Species space 1n aPICal elongated Oval-shaped SecIetory Secretory material Cuticular 

region mitochondria mitochondria g四nules ductules through ridge 
cutic1e 

Thripinae Frankliniella in如nsa奪 wide developed present present absent present absent present 

Thrψs hawai叩nsis* wide developed present present absent present absent present 

Thrφs validus ** wide developed present present absent present absent present 

Tenoth坤>sfrici吋* extremely narrow developed present present present absent present absent 

Sericothripinae 均'ootothゆsaboom削除 wide developed present present present present absent present 

HメiatothritsgracilicOJ叫s wide developed present present present absent present present 

傘Fromthe d田criptionby Sudo and Tsutsumi (2002). 
吋 Fromthe description by Bode (1978). 
* * * From the description by Shitatani and τsutsumi (2005). 

Tenothrips fri，αと同様に (cf.下谷・塘， 2005)、外クチクラよりもやや電子密度の低い繊維状物質を含む、断面が

矢尻状の構造(縦幅500-1， 500 nm、横幅 500-750nm)が腹板腺域の内クチクラと外クチクラの両方に観察され

る (FMin Figs. 2 b， 4 d)。この構造の表皮下域側の関口部は繊維状の構造によって覆われる (asterisksin Fig. 

4d)。一方、外クチクラにはこの構造と連続する構造が認められる (arrowin Fig. 2b; arrowheads in Fig 4d) 0 H. 

gracilico仰仰においても H.abdominalisと同様にクチクラの隆起縁が発達する (CRin Fig. 4c)。

Table 1はアザミウマ科のアザミウマ類の腹板腺の微細構造的特徴を比較したものであるoSericothripinaeの

母datot，紛争s属の2種も含めて、アザミウマ科のアザ、ミウマ類の腹板腺全体の構造は、基本的には腹板側を底に

したドーム型である。 H.abdominalisの腹板腺全体の形態は他種のそれらと若干異なり、この違いは腺域の形態

の違いにも現れている (H.abdominalisの腺域は線状，それ以外の種の腺域は長楕円形~卵円形;cf. Bode， 1978; 

Sudo and Tsutsumi， 2002 ;下谷・塘， 2005)。また、腹板腺を構成する腺細胞は、腹板腺域のクチクラに向かつて微

被毛を発達させ、腺細胞の微繊毛の発達具合によって広さに違いは生じるものの (cf.下谷・塘， 2005)、クチクラ

と微繊毛との聞には腺細胞由来の分泌物で満たされた表皮下域が認められ、細胞質内には大量のミトコンドリア

が存在する、という共通点が認められた。これらの特徴は一つの腹板に多数の小円形の腺域を散在させる

お'shinothriPs押sekamuiKudo (アザミウマ亜科)、アーチ型の腺域をもっAnaPhothriPssudanensis官ybom(アザミ

ウマ亜科)、アミメアザミウマ亜科のPhibalothrψsperingtめ (Faur巴)の腹板腺でも共通して認められるらしい

(塘，未発表)。おそらく、腹板腺全体の構造がドーム型で、腹板腺が微繊毛を発達させた多数の腺細胞からなり、

腺細胞質内に大量のミトコンドリアが認められるといった特徴が、アザミウマ科のアザミウマ類の腹板腺におけ

る共通点であると思われる。

一方、腺細胞で合成された分泌物の輸送・蓄積や体外への放出に関わる構造には相違点が認められることが明

らかになった。腺細胞で合成された分泌物の輸送・蓄積に関わると思われる分泌頼粒については、 TenothriPsfrici 

と時datot，紛争s属の 2種では認められたが、 Thゆs属の 2種やF.intonsaでは認められない (Table1; cf. Bode， 

1978 ; Sudo and Tsutsumi， 2002 ;下谷・塘， 2005)。一方、 Thゆs属の 2種やF.intonsa、H.abdo例inalisの腹板腺

域のクチクラには、内クチクラと外クチクラの両方を直線状に貫通する分泌導管が認められるが、 Tenothripsfrici 

とH.gracilicornisの腹板腺域のクチクラには、内部を繊維状物質で、満たした構造が認められ、分泌導管は見出さ

れない (cf.下谷・塘， 2005)。内部を繊維状物質で満たした構造による分泌物の放出様式はアザミウマ科が属す

る穿孔亜日とは別亜日のクダアザ、ミウマ科(有管亜目)の 3種、 Liothゆskuwanai (Moulton)、Lρiperinus 

Priesner、Psalidothr加 simPlusHagaの腹板腺からも知られている (Sudoand Tsutsumi， 2002 ;杉森， 2005)。

母datothr:ψs属の 2種間で、腺細胞で合成された分泌物を体外に放出する方法が明瞭に異なることや、異なる亜

Fig. 3 TEMs of the secretory cells of the sternal glands. Arrows show the microvilli of secretory cell. a. Secretory 

cells connected with each other by desmosome (De) in均'datothritsgracilicorn日.b. Mitochondria (Mt) in the 
cytoplasm of secretory cell of Hydatothrits abdominal日.c. Remarkably elongated mitochondria penetrating 
microvilli in H. gracilicornis. d. Secretory granules (SG) and vacuoles (V) in the cytoplasm of丘 αbdo問問明Jゐ.
Mt: mitochondria， N: nuc1eus of secretory cell， RER: rough endoplasmic reticulum， ScS: subcuticular space. 

Scales = 500 nm. 
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日に属するアザミウマ類の腹板腺の聞で合成された分泌物を体外に放出する方法に類似が認められることは、腹

板腺域のクチクラ構造は非常に変化しやすいことを示唆している。
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